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D-127 尿沈渣（鏡検法）時の染色標本加算の取扱い 

 

《令和 4 年 9 月 26 日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、腎・尿路系の疾患がない場合、認められない。 

 

○ 取扱いの根拠 

 鏡検法による尿沈渣は無染色標本により実施することが一般的である。 

 尿沈渣成分の確認や同定、また類似成分との鑑別が必要な場合は、用途

に適した各染色法を用いることが有用であるが、選定して行われるべきと

整理する。 

 


